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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 2 月 1 0 日 ( 2 0 2 2 . 2 . 1 0 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 0 / 2 5 5 4 2 7
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 1 - 5 2 7 3 1 5 ( P 2 0 2 1 - 5 2 7 3 1 5 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ １ Ｎ 1 7 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ １ Ｎ 1 7 / 0 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｇ ０ １ Ｎ 2 7 / 0 0 　 　 　 Ｌ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 3 年 1 1 月 1 0 日 ( 2 0 2 1 . 1 1 . 1 0 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
腐 食 性 ガ ス に よ る 電 気 機 器 の 腐 食 を 検 知 す る 腐 食 検 知 セ ン サ で あ っ て 、
前 記 腐 食 性 ガ ス に よ り 腐 食 さ れ る 金 属 薄 膜 と 、
前 記 金 属 薄 膜 に 直 列 に 接 続 さ れ た 抵 抗 器 と 、
前 記 金 属 薄 膜 と 前 記 抵 抗 器 と の 合 成 抵 抗 を 測 定 す る 抵 抗 測 定 装 置 と 、
前 記 抵 抗 測 定 装 置 に よ り 測 定 さ れ た 合 成 抵 抗 が 所 定 の 基 準 抵 抗 を 上 回 っ た と の 検 知 結 果 を  
出 力 す る 抵 抗 出 力 装 置 と を 備 え 、
前 記 基 準 抵 抗 は 、 前 記 腐 食 性 ガ ス に よ り 前 記 電 気 機 器 が 腐 食 損 傷 に 至 る 危 険 度 に 応 じ て 定  
め ら れ 、
前 記 危 険 度 は 、 前 記 金 属 薄 膜 の 膜 厚 の 最 大 減 少 量 に 対 す る 前 記 金 属 薄 膜 の 膜 厚 の 実 際 の 減  
少 量 の 比 で あ り 、
前 記 最 大 減 少 量 は 、 前 記 電 気 機 器 と 前 記 金 属 薄 膜 と が 前 記 腐 食 性 ガ ス が 存 在 す る 環 境 に 曝  
露 さ れ た 場 合 に 前 記 電 気 機 器 が 腐 食 損 傷 に 至 る ま で の 前 記 金 属 薄 膜 の 膜 厚 の 減 少 量 で あ る
、 腐 食 検 知 セ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 金 属 薄 膜 は 、 並 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 薄 膜 を 含 み 、
前 記 複 数 の 薄 膜 の 材 料 は 、 同 じ で あ り 、
前 記 複 数 の 薄 膜 の 膜 厚 は 、 互 い に 異 な り 、
前 記 複 数 の 薄 膜 の 各 々 に は 、 前 記 基 準 抵 抗 が 対 応 す る よ う に 定 め ら れ 、
前 記 抵 抗 出 力 装 置 は 、 前 記 抵 抗 測 定 装 置 に よ り 測 定 さ れ た 合 成 抵 抗 が 対 応 す る 基 準 抵 抗 を  
上 回 る 度 に 前 記 検 知 結 果 を 出 力 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 腐 食 検 知 セ ン サ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 金 属 薄 膜 は 、 直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 薄 膜 を 含 み 、
前 記 複 数 の 薄 膜 の 材 料 は 、 互 い に 異 な る 種 類 の 前 記 腐 食 性 ガ ス に よ り 腐 食 さ れ る 材 料 を 含  
む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 腐 食 検 知 セ ン サ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 金 属 薄 膜 は 、 第 １ ～ 第 ４ の 薄 膜 を 含 み 、
前 記 第 １ の 薄 膜 と 前 記 第 ２ の 薄 膜 と は 、 直 列 に 接 続 さ れ 、
前 記 第 ３ の 薄 膜 と 前 記 第 ４ の 薄 膜 と は 、 直 列 に 接 続 さ れ 、



10

20

30

40

50

JP WO2020/255427 A5 2022.2.10(2)

前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 薄 膜 と 、 前 記 第 ３ お よ び 第 ４ の 薄 膜 と は 、 並 列 に 接 続 さ れ 、
前 記 第 １ の 薄 膜 の 材 料 と 前 記 第 ３ の 薄 膜 の 材 料 と は 、 第 １ の 腐 食 性 ガ ス に よ り 腐 食 さ れ る  
材 料 を 含 み 、
前 記 第 ２ の 薄 膜 の 材 料 と 前 記 第 ４ の 薄 膜 の 材 料 と は 、 前 記 第 １ の 腐 食 性 ガ ス と は 異 な る 第  
２ の 腐 食 性 ガ ス に よ り 腐 食 さ れ る 材 料 を 含 み 、
前 記 第 １ の 薄 膜 の 膜 厚 と 前 記 第 ３ の 薄 膜 の 膜 厚 と は 、 異 な り 、
前 記 第 ２ の 薄 膜 の 膜 厚 と 前 記 第 ４ の 薄 膜 の 膜 厚 と は 、 異 な り 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 薄 膜 に は 、 第 １ の 基 準 抵 抗 が 定 め ら れ 、
前 記 第 ３ お よ び 第 ４ の 薄 膜 に は 、 第 ２ の 基 準 抵 抗 が 定 め ら れ 、
前 記 抵 抗 出 力 装 置 は 、 前 記 抵 抗 測 定 装 置 に よ り 測 定 さ れ た 合 成 抵 抗 が 前 記 第 １ お よ び 第 ２  
の 基 準 抵 抗 の う ち の い ず れ か を 上 回 る 度 に 前 記 検 知 結 果 を 出 力 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 腐  
食 検 知 セ ン サ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 金 属 薄 膜 は 、 並 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 薄 膜 を 含 み 、
前 記 複 数 の 薄 膜 の 材 料 は 、 互 い に 異 な り 、
前 記 複 数 の 薄 膜 の 各 々 に は 、 前 記 基 準 抵 抗 が 対 応 す る よ う に 定 め ら れ 、
前 記 抵 抗 出 力 装 置 は 、 前 記 抵 抗 測 定 装 置 に よ り 測 定 さ れ た 合 成 抵 抗 が 対 応 す る 基 準 抵 抗 を  
上 回 る 度 に 前 記 検 知 結 果 を 出 力 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 腐 食 検 知 セ ン サ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 金 属 薄 膜 は 、 第 １ ～ 第 ３ の 薄 膜 を 含 み 、
前 記 第 １ の 薄 膜 と 前 記 第 ２ の 薄 膜 と は 、 直 列 に 接 続 さ れ 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 薄 膜 と 、 前 記 第 ３ の 薄 膜 と は 、 並 列 に 接 続 さ れ 、
前 記 第 １ の 薄 膜 の 材 料 と 前 記 第 ３ の 薄 膜 の 材 料 と は 、 第 １ の 腐 食 性 ガ ス に よ り 腐 食 さ れ る  
互 い に 異 な る 材 料 を 含 み 、
前 記 第 ２ の 薄 膜 の 材 料 は 、 前 記 第 １ の 腐 食 性 ガ ス と は 異 な る 第 ２ の 腐 食 性 ガ ス に よ り 腐 食  
さ れ る 材 料 を 含 み 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 薄 膜 に は 、 第 １ の 基 準 抵 抗 が 定 め ら れ 、
前 記 第 ３ の 薄 膜 に は 、 第 ２ の 基 準 抵 抗 が 定 め ら れ 、
前 記 抵 抗 出 力 装 置 は 、 前 記 抵 抗 測 定 装 置 に よ り 測 定 さ れ た 合 成 抵 抗 が 前 記 第 １ お よ び 第 ２  
の 基 準 抵 抗 の う ち の い ず れ か を 上 回 る 度 に 前 記 検 知 結 果 を 出 力 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 腐  
食 検 知 セ ン サ 。
【 請 求 項 ７ 】
絶 縁 基 板 を さ ら に 備 え 、
前 記 金 属 薄 膜 と 前 記 抵 抗 器 と は 、 前 記 絶 縁 基 板 上 に 一 体 的 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～  
６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 腐 食 検 知 セ ン サ 。
【 請 求 項 ８ 】
絶 縁 基 板 を さ ら に 備 え 、
前 記 金 属 薄 膜 は 、 前 記 絶 縁 基 板 上 に 配 置 さ れ 、
前 記 抵 抗 器 は 、 前 記 絶 縁 基 板 の 外 部 に デ ィ ス ク リ ー ト 部 品 と し て 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項
１ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 腐 食 検 知 セ ン サ 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 腐 食 検 知 セ ン サ と 、
電 気 機 器 本 体 と を 備 え る 、 電 気 機 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
腐 食 性 ガ ス に よ り 腐 食 さ れ る 金 属 薄 膜 と 、 前 記 金 属 薄 膜 に 直 列 に 接 続 さ れ た 抵 抗 器 と を 備  
え る 腐 食 検 知 セ ン サ に よ り 、 前 記 腐 食 性 ガ ス に よ る 電 気 機 器 の 腐 食 を 検 知 す る 、 電 気 機 器  
の 腐 食 検 知 方 法 で あ っ て 、
前 記 金 属 薄 膜 と 前 記 抵 抗 器 と の 合 成 抵 抗 を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 測 定 す る ス テ ッ プ に お い て 測 定 さ れ た 合 成 抵 抗 が 所 定 の 基 準 抵 抗 を 上 回 っ た と の 検 知  
結 果 を 出 力 す る ス テ ッ プ と を 含 み 、
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前 記 基 準 抵 抗 は 、 前 記 腐 食 性 ガ ス に よ り 前 記 電 気 機 器 が 腐 食 損 傷 に 至 る 危 険 度 に 応 じ て 定  
め ら れ 、
前 記 危 険 度 は 、 前 記 金 属 薄 膜 の 膜 厚 の 最 大 減 少 量 に 対 す る 前 記 金 属 薄 膜 の 膜 厚 の 実 際 の 減  
少 量 の 比 で あ り 、
前 記 最 大 減 少 量 は 、 前 記 電 気 機 器 と 前 記 金 属 薄 膜 と が 前 記 腐 食 性 ガ ス が 存 在 す る 環 境 に 曝  
露 さ れ た 場 合 に 前 記 電 気 機 器 が 腐 食 損 傷 に 至 る ま で の 前 記 金 属 薄 膜 の 膜 厚 の 減 少 量 で あ る
、 電 気 機 器 の 腐 食 検 知 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
よ り 具 体 的 に は 、 第 １ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ １ は 、 １ よ り も 大 き い 第 １ 係 数 Ｋ １ を 腐 食 前 の 合 成  
抵 抗 Ｘ （ 初 期 合 成 抵 抗 Ｘ ０ ） に 乗 算 し た 値 で あ る （ Ｒ Ｅ Ｆ １ ＝ Ｋ １ × Ｘ ０ ， Ｋ １ ＞ １ ） 。  
第 ２ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ ２ は 、 １ よ り も 大 き い 第 ２ 係 数 Ｋ ２ を 初 期 合 成 抵 抗 Ｘ ０ に 乗 算 し た 値  
で あ る （ Ｒ Ｅ Ｆ ２ ＝ Ｋ ２ × Ｘ ０ ， Ｋ ２ ＞ １ ） 。 第 ２ 係 数 Ｋ ２ は 第 １ 係 数 Ｋ １ よ り も 大 き い  
（ Ｋ ２ ＞ Ｋ １ ） 。 よ っ て 、 第 ２ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ ２ は 、 第 １ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ １ よ り も 高 い （  
Ｒ Ｅ Ｆ ２ ＞ Ｒ Ｅ Ｆ １ ） 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
図 １ ６ は 、 実 施 の 形 態 ３ に お け る セ ン サ 本 体 の 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ６ に は 、  
実 施 の 形 態 ３ の 第 １ 実 施 例 に お け る セ ン サ 本 体 １ ４ に 含 ま れ る 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｋ ， ２  
１ Ｌ の 具 体 的 な 構 成 が 記 載 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ０ 】
図 １ ８ を 参 照 し て 、 セ ン サ 本 体 １ ６ は 、 ６ つ の 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｑ ～ ２ １ Ｖ と 、 ３ つ の  
配 線 ４ １ ～ ４ ３ と を 含 む 。 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｑ と 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｒ と は 、 配 線 ４ ２  
を 介 し て 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 同 様 に 、 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｓ と 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｔ  
と は 、 配 線 ４ ２ を 介 し て 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｕ と 腐 食 検 知 構 造 体  
２ １ Ｖ と も 、 配 線 ４ ２ を 介 し て 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｑ ，  
２ １ Ｒ と 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｓ ， ２ １ Ｔ と 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｕ ， ２ １ Ｖ と は 、 配 線 ４ １  
と 配 線 ４ ３ と の 間 に 並 列 に 接 続 さ れ て い る 。 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ Ｑ ～ ２ １ Ｖ の 各 々 の 構 成  
は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 し た 腐 食 検 知 構 造 体 ２ １ の 構 成 と 同 等 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ４ ３ 】
よ り 具 体 的 に は 、 第 １ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ １ は 、 １ よ り も 大 き い 第 １ 係 数 Ｋ １ を 腐 食 前 の 合 成  
抵 抗 Ｘ （ 初 期 合 成 抵 抗 Ｘ ０ ） に 乗 算 し た 値 で あ る （ Ｒ Ｅ Ｆ １ ＝ Ｋ １ × Ｘ ０ ， Ｋ １ ＞ １ ） 。  
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第 ２ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ ２ は 、 １ よ り も 大 き い 第 ２ 係 数 Ｋ ２ を 初 期 合 成 抵 抗 Ｘ ０ に 乗 算 し た 値  
で あ る （ Ｒ Ｅ Ｆ ２ ＝ Ｋ ２ × Ｘ ０ ， Ｋ ２ ＞ １ ） 。 第 ２ 係 数 Ｋ ２ は 第 １ 係 数 Ｋ １ よ り も 大 き い  
（ Ｋ ２ ＞ Ｋ １ ） 。 よ っ て 、 第 ２ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ ２ は 、 第 １ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ １ よ り も 高 い （  
Ｒ Ｅ Ｆ ２ ＞ Ｒ Ｅ Ｆ １ ） 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ５ ５ 】
実 施 の 形 態 ５ の 第 ３ 実 施 例 に お い て 、 初 期 合 成 抵 抗 Ｘ ０ は ９ ． ０ １ ｋ Ω で あ っ た 。 第 １ 基  
準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ １ は 、 初 期 合 成 抵 抗 Ｘ ０ よ り も ０ . １ ％ だ け 高 い 値 で あ る ９ ． ０ ２ ｋ Ω に 設  
定 さ れ た 。 第 ２ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ ２ は 、 初 期 合 成 抵 抗 Ｘ ０ よ り も １ ％ だ け 高 い 値 で あ る ９ ．  
１ ０ ｋ Ω に 設 定 さ れ た 。 第 ３ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ ３ は 、 初 期 合 成 抵 抗 Ｘ ０ よ り も １ ２ ％ だ け 高  
い 値 で あ る １ ０ ． １ ｋ Ω に 設 定 さ れ た 。 こ の 場 合 、 合 成 抵 抗 Ｘ が 第 １ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ １ を  
超 え た こ と は 、 腐 食 検 知 構 造 体 ２ ５ Ｅ に 含 ま れ る 、 銀 の 金 属 薄 膜 ８ が 腐 食 に よ り 断 線 し た  
こ と を 意 味 す る 。 こ の こ と か ら 危 険 度 が ２ ５ ％ に 達 し た こ と が 把 握 さ れ る 。 合 成 抵 抗 Ｘ が  
第 ２ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ ２ を 超 え た こ と は 、 腐 食 検 知 構 造 体 ２ ５ Ｆ に 含 ま れ る 、 銀 － 亜 鉛 合 金  
の 金 属 薄 膜 ８ が 腐 食 に よ り さ ら に 断 線 し た こ と を 意 味 す る 。 こ の こ と か ら 危 険 度 が ３ ２ ％  
に 達 し た こ と が 把 握 さ れ る 。 合 成 抵 抗 Ｘ が 第 ３ 基 準 抵 抗 Ｒ Ｅ Ｆ ３ を 超 え た こ と は 、 腐 食 検  
知 構 造 体 ２ １ Ｇ に 含 ま れ る 、 銀 － ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 金 属 薄 膜 ８ が 腐 食 に よ り さ ら に 断 線  
し た こ と を 意 味 す る 。 こ の こ と か ら 危 険 度 が ４ １ ％ に 達 し た こ と が 把 握 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ２ ５ 】
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